
国名 タジキスタン共和国

州名 中央直轄行政区

都市名 ドゥシャンベ市

学区

学校名 QSI インターナショナルスクール　オブ　ドゥシャンベ


QSI International School of Dushanbe

所在地・TEL・FAX・Email・

URL等

Sovetskaya 85, Dushanbe
, Republic of Tajikistan, 734001

TEL: +992-(37) 224-8559 または 224-8560


FAX: なし

URL: http://www.qsi.org/schoolpages/tjk/home/


Email: dushanbe@qsi.org

場所 大使館から車で約10分

学校の形態・種類 2004年8月創立、私立／共学／通学制


幼稚園、小・中・高一貫教育

教育課程の認定 高等学校卒業証書を授与。当地国内大学及び国外の大学への進学が可能。

学校の概要・特色 　2004年9月に開校された非営利機構「QSIインターナショナルスクール」は、2歳から18歳の児童・生徒に

英語による高い水準での教育を実施している。
本校の主要な目的は、国外居住する子供が母国での教育

を続ける際に起こる適応問題を最小限に抑えることにある。また、この様な水準の教育を受けさせたいと考

えるタジキスタン国民にも、本校は利用されている。

　本校は外国人による運営（米国系）ということで米国務省の推薦もあり、欧米系の大使館や国際機関の

子弟が多く通っている。但し、英語での教育環境は整備されているものの、日本水準の教育は設備上及び

カリキュラム上からも期待できない。

授業方式・言語 方式： 英語、数学、歴史、地理、物理、生物、地学、美術、音楽、体育


教授言語： 英語

受験できる統一テスト TOEFL

卒業生の進路状況 【全卒業生の進路状況】

　各出身国の大学や欧米等の大学へ進学など。

【日本人卒業生の進路状況】

　現在まで１名が米国の大学へ進学。１名が米国の高等学校へ入学。

卒業条件および

発行される証明書

卒業試験により高等学校卒業証書を授与。

外国人に対する

言語特別指導

希望者に対し、英語集中クラスがある。

障害児受け入れ 可能

就学段階別対象年齢

・学年

幼稚園： ２歳～４歳


小・中・高一貫： ５歳～18歳

小学校１年生の

年齢基準日

その年の10月31日までに満5歳になる者は、同年の新学期に入学

教職員数 17名

在籍児童生徒数 60名

◆学校の詳細情報 （平成26年3月更新情報）



在籍日本人児童生徒数 ０名

学校年度・学期制 学校年度： 8月下旬～6月中旬


【3学期制】


　1学期： 8月下旬～12月中旬


　2学期： 1月上旬～4月上旬


　3学期： 4月上旬～6月中旬

日課等 【始業・終業時刻】


　２歳～４歳クラス：　8時05分～12時15分


　５歳～11歳のクラス：　8時05分～15時00分



　12歳～18歳のクラス：　8時05分～16時00分

【授業以外の校内活動（課外・部活動等）】

　チェス、バスケットボール、折紙、テコンドー

保護者負担経費 支払通貨名：米ドル　通貨円レート：


●入・編入学時経費：


　【登録料】 
　300 


●年度ごとに必要な経費／年額：

　【設備費】
　1,600（５歳～18歳のクラス）



　【授業料】


　　２歳児クラス　　1,500

　　3～4歳クラス　　5,500


　　5歳以上クラス　18,300

●個別指導の場合も上記に同じ


スクールバスの有無

・通学方法

スクールバス： あり          


通学方法： 徒歩、公共交通機関など

昼食の形態 弁当持参又はケータリング

入・編入学の時期 【入・編入学申請受付時期】
　　随時

入・編入学の基準 【資格】
　５歳まで、英語不問。６歳より英語理解力必要。


【基準・選抜方法】　面接


【言語能力のチェックの有無】　あり（英語）

【高校段階での編入の可否】　可

日本人入学の規制・条件 【日本人入学の規制・条件】　特になし

【予防接種の種類】　特に指定なし

入・編入学に際しての

必要書類

出願書類：            


　1. パスポートのコピー


　2. 出生証明書

　3. 予防接種証明書

ウェイティング ウェイティング制度：
　なし



学校への訪問について アポイントの要不要：　不要

連絡先：

　Gulnoza Toshbekova

　TEL: +992-(37) 224-8559 または 224-8560

　Email: gulnoza-toshbekova@qsi.org

学校から日本人に対する

コメント等

地域の特色等


